
環境省は 2035 年までに廃プラスチックは焼か

ない、リサイクル 100％を目指すとしました。 

また発がん性が指摘される有機フッ素化合物

「PFAS」汚染について、全国の水道管理者に対し、

9月末までに水質調査の報告を求めています。 

今回から病院やマンションの自家用水道も対象

ですが、県内の中山間などで集落ごと管理運営す

る水施設の関係者からは「追加検査の費用は住民

負担だ」と支援を求める声が寄せられています。 
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お元気ですか 
 

 

9２歳の夏、人生を語る。地域を回る中で妻を亡くし

た、おじいさんに合う。手すりを握り、少しずつ玄関に

たどり着く。出てきてくれただけで感謝しかないが、

「あんたに言わんといかん、今は戦前のようになっち

ゅう」と震える手で港の軍事利用はダメと署名をして

くれた。少年は 1945年 8月 15日、ラジオから戦争

の終わりを聞く。「やっと戦争が終わる、これから良く

なると思うた。けんど、あの時の気持ちを忘れたようや

のう」と振り返る。戦争が始まるころ小学校では、戦争

万歳を習い、「連帯責任」の植付けなのか、なにか問題

を起こすと生徒全員が向き合って並ばされ、お互いの

鼻や耳をひねろと先生に命令される。「友達にそんなこ

とができるか、まっこと学校が嫌やった」と言う。 

集落で変わり者と言われた父と母は、少年をかばう。

父は「戦争して何がよくなるか！」と話していたと言

う。戦争中は嫌われ、中学校にも行けなかった。戦後に

遅れて高校へ、自衛隊にも入って免許を取って全国の

建築現場で働いてきた。忘れてはならない歴史がある。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会  

☆９月１５日 午前 10 時～12 時  
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

☆９月１８日 午後 18 時～20 時  
あぞの事務所 南拓人・弁護士 

＊あぞの予約先：０９０－１１７１－４１５６ 

市
、
「
環
境
影
響
調
査
は
で
き
な
い
」 

８
月
２
日
夜
中
、
高
知
市
の
北
部
、
久
重
地
区
の
「
高
知
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
場
内
で
火
災

が
起
き
ま
し
た
。
８
月
４
日
付
の
高
知
新
聞
で
は
「
市
消
防
局
に

よ
る
と
少
な
く
て
も
２
０
０
０
㎡
以
上
に
わ
た
っ
て
積
ま
れ
て

い
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
焼
く
」
と
の
報
道
で
す
。 

６
日
に
は
消
火
し
た
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
後
も
、
く
す
ぶ
り

続
け
て
い
ま
し
た
。
い
ま
だ
、
火
災
で
何
が
、
ど
れ
だ
け
の
量
、

燃
え
続
け
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
環
境
汚
染
は
な
い
の
か
な
ど
、

具
体
的
な
被
害
状
況
を
住
民
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
す
。 

環
境
調
査
を
求
め
る
意
見
に
対
し
、
担
当
課
は
「
火
事
の
場
合

に
調
査
す
る
仕
組
み
が
な
い
」
と
回
答
し
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

市
民
の
飲
み
水
に
も
影
響
与
え
る
事
態 

 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
規
制
基
準
の
８
０
０
度
以
下
で
燃
え

て
い
た
事
実
は
、
国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
の

「
汚
染
対
象
物
」
に
定
義
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
高
濃
度

で
大
量
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
地
で
は
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
健
康
被
害
を
生

む
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
の
あ
る
『
灰
』
が

雨
水
で
流
さ
れ
れ
ば
、
田
畑
や
市
民
の
飲
み
水
と
な
る
鏡
川
へ

影
響
を
与
え
ま
す
。
燃
え
殻
、
灰
へ
の
対
策
は
急
が
れ
ま
す
。 

こ
れ
は
深
刻
な
環
境
問
題
で
す
。
国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
市
は
大
気
や
水
質
、
土
壌
な
ど
の
環

境
検
査
を
行
い
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

市
ト
ッ
プ
の
判
断
が
問
わ
れ
て
い
る 

高
知
市
に
は
、
法
律
に
上
乗
せ
し
た
独
自
条
例
「
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す

る
条
例
」
が
あ
り
ま
す
。
先
進
的
で
意
義
あ
る
ル
ー
ル
で
す
。 

市
は
こ
の
条
例
の
目
的
で
あ
る
住
民
の
健
康
被
害
の
防
止
と

環
境
を
守
る
責
任
に
照
ら
し
、
ま
た
第
６
条
に
あ
る
調
査
測
定

の
権
限
を
活
か
す
べ
き
で
す
。
何
も
し
な
い
の
は
大
問
題
で
す
。 

 

鏡川源流 産廃施設火災 廃プラ類など大量に燃える 
ダイオキシン類に不安の声、水質や大気、土壌の環境調査を 


